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作業を行う上で必要なピーク要員をある一定の作

業ブロック単位の間は抱えなくてはならない．なぜ

ならば，ピーク要員を持たなくては実施不可能な作

業について，ピーク時以外はピーク要員の作業費を

支払わないのであれば，作業を請け負う清掃業者は

いないからである．この時，総作業従事時間は(4.1)

となる． 

 

総作業従事時間=作業ブロックの時間×ピーク要員             

(4.1) 

 

例えば図 8の総作業従事時間を算出すると，総作

業従事時間は 7時間×4=28 時間となる． 

 
 
 
 
 
 

図 8 総作業従事時間のイメージ 
 

ケース１からケース５について総作業従事時間を

計算すると表 9となる． 

エスカレーター清掃作業には 

(1)エスカレーターの段数に比例する作業(踏み板清

掃作業等) 

(2)エスカレーターの段数に関係なく作業時間が一

定の共通作業(床養生等) 

がある．そこで(1)，(2)の作業の生産性をそれぞれ

(4.2)と(4.3)で定義する．また，60段の場合の段数

比例作業と共通作業のトータルでの生産性を(4.4)

で定義する． 

 

段数比例作業の生産性＝ 

段数に比例する作業の総作業従事時間÷段数        

(4.2) 

 

共通作業の生産性＝ 

共通作業の総作業従事時間÷段数   (4.3） 

 

トータル作業の生産性＝ 

作業分けの総作業従事時間÷段数   (4.4) 

 

 

(4.1)～(4.4)と表9よりエスカレーター１段当た

りの生産性を表 10に示す． 

表 10 に示すようにケース 1 の善管方式の生産性

が 8 倍程度高くなる．さらに善管方式は生産性の高

さ以外に下記の利点がある． 

(1)清掃時間が短い(従来法最低 3 日，A社の方法

半日)． 

(2)代替の踏み板が不要． 

 

4.2 除細菌・除カビ数の生産性比較 

下記の２つの方式について，60段エスカレーター

で清掃時間と除塵量を比較した（11 月 25 日 広島

県内のスーパーＢ社にて調査）．その結果を表 11，

採取した除塵量の撮影結果を図 9，図 10 に示す．ま

た，採取した塵 1 グラム中の細菌数を表 12に示す． 

 

(1)善管の清掃装置を用いた乾式清掃 

(2)ほうき等を用いた一般的な乾式清掃(手作業) 

 

除細菌数の生産性を(4.5)で定義する．(4.5)を用

いた除細菌数の生産性比較結果を表 13に示す． 

 

除細菌数の生産性＝ 

１グラム中の細菌数×除塵量 

÷(清掃所要時間×人数)  (4.5) 

 

以上の結果から除細菌・除カビ数に関して善管の

清掃装置を用いて清掃するほうが約 50倍近く生産

性が高い．加えて，手作業では 8ｇしか取れないと

ころを 980ｇ取れる善管方式は，衛生上の観点から

塵を取り除く事が求められる食品スーパーなどにと

って有効な清掃方法であると考えられる．消費者の

観点からは，食品スーパーの中にあるエスカレータ

ーに１ｋｇ近い塵が蓄積していることは，衛生上望

ましくないと考えられる．このような塵は，善管の

清掃装置を用い取り除くべきである． 
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